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資　料

本学教育課程における「看護実践論科目」の運用と課題
―看護過程の教材として「畷ファミリー」を用いて―

The Process of making NAWATE-family, methods and challenges 
in Shijonawate-gakuen University’s nursing curriculum

安森由美 1）

Yumi Yasumori 1）

抄　録
　本稿は、平成 27 年に開設された四條畷学園大学看護学部の特色として掲げた「看護実践論科目」の具体
的な運用内容である。各専門科目分野から教員を招集し、会議を重ね、模擬家族（4 世代）の「畷ファミリー」
を作成した。その模擬家族で看護過程を展開し、それに伴う看護技術演習を実施できるよう各領域が専門
性を活かしながら、看護の共通性を網羅できるような教材を作成した。
　特徴的な点は「畷ファミリー」という同一事例家族を用いることにより、看護学における各専門領域の
横断的つながりを意識できること、本学部の特色である在宅を見据えた生活者の視点を広げることに繋が
る。また、対象者の個別性を考慮した、より具体的な看護計画の立案、ケアの提供ができるような演習内
容となると考えた。
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Ⅰ．はじめに
看護基礎教育のカリキュラムは、人間の生涯発

達が重要な基軸となっている小児看護学、成人看
護学、老年看護学などの「ライフステージ」別科目、
母性看護学、精神看護学、在宅看護学などの全て
の「ライフステージ」を網羅している科目が整え
られている。

平成 27 年に開設された四條畷学園大学看護学部
（以下、本学部）は、学部申請時に教育課程編成の
特色として、看護専門職としての実践力を獲得す
るために必要な看護過程について、各専門領域に
概論・方法論に続く演習科目として看護実践論（45
時間）を配置した。そして、看護実践論は、「ライ
フステージ」と共に人が生から死へと向かう「ラ

イフサイクル」に着目し、対象を個人としてだけ
でなく家族の一員と捉え、生活者としての視点を
深める。また、家族の役割や機能、家族ダイナミ
クス等の家族発達の視点を持つことで在宅を見据
えた生活者の視点を広げ、対象者を全人的に理解
することを目的とした。

具体的に、模擬家族（4 世代）の「畷ファミリー」
を作成し、その模擬家族で看護過程を展開し、そ
れに伴う看護技術演習を実施する。その上で各領
域が専門性を活かしながら、看護の共通性を網羅
できるような教材を作成した。

本稿は、その教材作成の目的と作成経過および
運用、平成 29 年 3 年次前期に実施した 6 領域を終
えての途中経過のまとめとする。
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Ⅱ．本学カリキュラム（看護実践論）の特徴
と目的

本学では、看護師国家試験受験資格のみに特化
した教育課程を作成した。それは医療の高度化や
看護師の活動の場の多様化等により、学修すべき
内容の質的および量的な増大に伴い、社会的に看
護師のみの教育課程の推進が叫ばれているからで
ある。また、年々高齢化が進み、一人暮らしや高
齢者のみ世帯が増加する一方で、医療施設におけ
る在院日数が短縮し在宅での療養者が増加してい
る状況を鑑み、看護の観点も家で暮らすことを視
座に入れる必要があり、在宅での生活に焦点をあ
て講義内容を充実させたからである。そして、1 
年次から 4 年次までのそれぞれに、体験型・実践
型学習を取り入れた学生の理解が深まる学習サイ
クルを導入した。

看護学部のディプロマポリシーの「4. 人々の生
活の質（QOL）の向上を目指し、対象に合わせて
看護実践する能力を身に着けている」「5. 様々な療
養の場で生活する人々とその家族のニーズを理解
し、必要に応じた看護を実践する能力を身につけ
ている」について、看護専門職としての実践力を
獲得するために必要な看護過程については、演習
科目として看護援助論や看護学方法論の他に、看
護実践論を開講した。実際には看護実践基礎論を
2 年次後期に位置し、3 年次前期で 6 領域の看護学
実践論（小児・成人Ⅰ・成人Ⅱ・老年・母性・ 精神）
を、そして 4 年次前期に在宅看護学実践論を配し
た。また、一つの模擬家族を事例として家族が成
長する過程で生じる様々な看護を、演習を通して
各専門領域（基礎、小児、成人、老年、母性、精神、
在宅看護学領域）で学ぶようにした。

特徴的な点は「畷ファミリー」という同一事例
家族を用いることにより、看護学における各専門
領域の横断的つながりを意識できることをねらい
としている。具体的には、想定した模擬家族（4 
世代）の「畷ファミリー」を、各専門領域が家族
発達の視点を含めて対象となる家族員の看護過程
を展開するものである。家族発達理論は、家族そ
のものの発達、成長ととらえ、その家族員はそれ
ぞれの異なる世代、性別、発達課題を持ち合わせ
ている。そして家族を一つの単位としてとらえる
が、ここでは主人公の個の看護過程を考えるため、

あえて家族発達とした。この家族発達の視点が、
本学部の特色である在宅を見据えた生活者の視点
を広げることに繋がり、対象者の個別性を考慮し
た、より具体的な看護計画の立案、ケアの提供が
できるような演習内容となるため、応用力も培わ
れることになると考えた。

Ⅲ．実践論ワーキング
実際の授業内容および構成について調整するた

めに各専門領域から 1 名の教員を選出し、月 1 回
の割合（平成 27 年 6 月～平成 27 年 12 月）で 6 回
会議がなされた。そこで以下のことが話し合われ
た。

１　�演習科目として授業および演習の割合と進
行時期

２　アセスメントの枠組みの確認
３　�「畷ファミリー」の家族構成、家族の変容に

あわせた展開図の作成
４　学生への掲示方法
５　振り返りの内容

１　�演習科目として授業内容および演習の割合と
進行時期

各科目の教育内容は表 1 のとおりである。

話し合いの結果、看護実践基礎論 1 単位 30 時間（2
年）については、看護過程の基礎になるため、事
例を展開することが難しいこと、この時点での「畷
ファミリー」の全体像を説明するには、学生のレ
ディネスを考えると無理があることを考慮し畷家
の構成員からはずした。また、3 年前期の実践論は、

「畷ファミリー」の事例を用いた看護過程の展開と
看護技術で構成し、この配分は各領域に一任した。
しかし、授業進行する上で、看護過程が重複にな
らないように時間割を工夫することした。その内
容が図１である。

２　アセスメントの枠組みの確認
アセスメントの枠組みについて、共通した枠組

みの使用について話し合いがなされた。臨床で用
いられている枠組みを使用する方が臨地実習で戸
惑わない、専門性があるので 1 つの枠組みに絞る
のは困難などの意見が出された。本学の実習施設
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表１　各実践論の教育内容

学年 科目名 単位 時間 内容（平成 29 年シラバスより抜粋） 

2 看護実践基礎論 1 30 看護実践基礎論は、各看護学実践論の基本となる思考過程を学ぶ科目であ

る。模擬家族「畷ファミリー」を家族発達の視点からとらえ、家族員の看護

過程を展開する。

3 成人看護学実践論Ⅰ 1 45 慢性の健康障害を有する対象者とその家族の特徴を理解し、慢性の各期（局

面）に応じて変化する看護を学ぶ。病と共に生活する人が直面する困難（問

題）を理解し、長期にわたり治療を受ける人を支援する看護について理解を

深める。「畷ファミリー」の父親を通して、ライフサイクルの成人期にある

対象者の健康障害が社会生活に及ぼす影響を理解し生活の再構築への具体

的なプロセスを学ぶ。さらに看護問題を解決するために必要な援助につい

て、ロールプレイを通して実践・評価する。

成人看護学実践論Ⅱ 1 45 急性期・周術期（術前・術中・術後）にある対象者の身体的・心理的・社会

的な特徴を理解し、看護の必要性について理解を深める。成人期にある人が

健康障害をきたした時の看護援助について概説する。さらに、模擬家族「畷

ファミリー」の母親を事例とし、周術期の過程を通して、看護実践の具体的

な方法が考察し、実践することができるように学修する。

老年看護学実践論 1 45 高齢者がその家族とともに最期までどう生き抜くのか、その終焉までの具

体的体験や事例に基づき、根拠を踏まえた看護過程の展開により、老年看護

に求められる能力を養うことを目指した内容とする。また、自らの老人観を

意識化する機会とする。加齢や疾病による生活への影響や終焉までの具体

的体験や畷ファミリーの事例を通し、倫理的配慮に基づいた高齢者とその

家族が望む生活を目指した看護計画を展開する内容とする。

母性看護学実践論 1 45 母性看護学概論および母性看護学方法論で学習したことを基盤に、模擬家

族『事例』（畷家の長女夫婦）の妊娠・出産・子育てに対する看護の展開な

らびに必要な看護技術を学習する。

小児看護学実践論 1 45 模擬家族「畷ファミリー」の事例を用いアセスメントを行い、疾患と成長発

達に及ぼす影響について個別的な看護を教授する。

・事例を用いて、子どもの発達段階に応じたコミュニケーション技術、小児

特有の看護技術について、ロールプレイを通して教授する。

精神看護学実践論 1 45 看護実践基礎論の事例「畷ファミリー」の長男と叔父に対しての看護展開

について学習する。精神疾患を患う人の看護において、病期における特徴的

な臨床事例を通してセルフケアモデルに基づく看護展開の方法について学

ぶ。

4 在宅看護学実践論 1 45 多様化する地域・在宅での生活において、療養者とその家族を支えるために

必要な知識と技術を講義・演習を通して修得する。また、在宅看護過程の特

徴を理解し、「畷ファミリー」を用いて看護過程の展開を行い、多職種によ

る援助の実際を創造する。



− 12 − − 13 −

が多岐にわたるため、一か所の臨床に合わせるの
は困難と考え、専門性を尊重し、共通した枠組み
を決めず、あくまで看護過程（アセスメント→計
画→実施→評価）の思考過程を重視して学生に提
示することとした。

３　�「畷ファミリー」の家族構成、家族の変容に�
あわせた展開図の作成

領域から使用する疾患とその病期の看護につい
て報告があり、それに基づいて家族構成が図２で
示された。「畷ファミリー」は各領域が畷家、飯盛家、
大東家の 3 つの家族の形態にあわせて看護過程を
展開するため、年代、その時の家族構成、生育暦、
氏名などを摺り合わせた。またその内容が一見し
てわかるような家族構成の経過図（図 3）も作成
した。

そこで、家族の時間軸は、年代、生育歴から考
えるとまちまちになるが、現在の法律や社会資源
を利用した看護を展開させることにした。

４　学生への掲示方法
領域の専門性と共通性を網羅した冊子（図 4）

を作成した。また、3 年次の前期オリエンテーショ
ン期間に、学年全体に対して、共通冊子を配布し
ながら、「畷ファミリー」を用いての実践論の意図
と目的を説明した。学生向けに「畷ファミリー」
から学ぶ看護の展開と名づけ、より身近に感じら

れるようにした。6 領域の振り返りとして、同様
に前期の終わりに学生の理解度を確認した。在宅
看護学実践論については、次年度の前期の説明に
なると付け加えた。

５　振り返りの内容
実践論の振り返りとして、3 年次の 6 領域の看

護過程を展開するにあたり、看護問題の共通点と
相違点、「畷ファミリー」の一員としての生活者の
視点の 2 点に焦点をあて、学年全体としてグルー
プワークをおこなった。各領域の教員も参観しな
がらの授業を行った。
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図１　看護実践論の年間の流れと看護過程展開の時間配分

図２　家族構成
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６　学生の「畷ファミリー」の振り返り
グループワーク後、学生に「畷ファミリーを用

いての対象理解について印象に残ったこと」「在宅
看護論にどのようにつなげるか」「実践論について
考慮してほしいこと」の 3 点について授業終了時
のコメントを提出してもらった。その内容を教員
間で回覧し共有した。

学生は、看護過程の難しさ、情報収集の大切さ、
個別性のある看護計画の重要性等が理解でき、ま
た「畷ファミリー」にすることで、対象が個人だ
けでなく家族についても援助が必要であることを
理解していた。また、入院中や退院しての患者の
生活を考慮して、計画を立てることが重要とも気
づいている。「個人を見ただけでは理解がむつかし
いが、ファミリーとして考えると対象理解しやす
い」「生活者として何を一番大切に思っているか、
家族と患者がどのようなかかわりを持っているか
ということが重要」などの感想が聞かれた。また、

「その時々の家族体制、患者の受け止め方などを理
解して家族支援を考える大切さがわかった」など
の感想もあった。

対象者の背景や生きてきた過程を含めた生活者
への理解、ライフヒストリーを知ることで対象の

理解が深まり、アセスメントの視野も広がってい
た。すべての領域が、退院を踏まえた援助が必要
であるため、在宅療養への移行に向けた看護が重
要であると理解出来ていた。また、その時の社会
資源の活用を考えるきっかけになっていた。

しかし、複数の事例が授業ごとに出てくるので
混乱したとの意見もあった。提出レポートの違い
もあり、書き方が混乱したとの意見も出た。また、
対象の理解では、情報をしっかり把握、吟味し具
体的にアセスメントし、看護計画に反映させるこ
とが未熟であり、学生への教授方法の難しさも浮
き彫りにされた。

Ⅳ．今後の課題
一般的に看護過程の学習は、学生がこれまで学

習してきた解剖・生理学や病態学、生活援助技術
の知識を統合させ、一人の人間の身体の中で起こっ
ていることをイメージすることが難しく、また、
自己認識や自己概念などのアセスメントの解釈・
分析が幾通りにも考えられるため、自分の分析に
自信が持てないなどの難易度の高い学習となって
いる。

本学の看護実践論は一つの模擬家族「畷ファミ
リー」を事例として扱い、主役とその家族を生活
者として、家族構成の変化による役割の変化な
ど複雑に絡み合う人生を描くことができるように
なっている。学生はそのような世界を生きている
対象者を理解し計画を立て看護することになる。
単位を個人から一家族に広げることで、複雑では
あるが、その人の生きてきた背景を知ることがで
き、より価値観や役割をイメージしやすくしたと
考えている。しかし、前述したように、既習の知
識の定着、活用といった基本的な学習に戸惑って
いる学生も多いため、看護学実践論のほかの時間
をも含めた知識定着の確認等の教授法も吟味して
いくことが必要であろう。また、本稿は開設時の
カリキュラムの立案に主に主眼を置き、3 年次の
前期でのまとめであるため、4 年次前期の在宅看
護実践論受講後のまとめとなっていない。在宅を
見据えた生活者としてのとらえ方について、重要
性は理解できていても、どこまで既知の知識とし
て運用できるか、視野が広がっているか等、より
具体的な吟味が必要と考える。
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図４　実践論冊子表紙
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教材については毎年、領域ごとにシナリオの修
正を行っている。そのため、実践論ワーキングを
招集しこれまでの実践論の総評価、見直しも必要
と考える。
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各領域から選出された教員の功績が大きく、改め
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